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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第55期

第２四半期連結
累計期間

第56期
第２四半期連結
累計期間

第55期

会計期間

自　平成23年
　　 3月21日
至　平成23年
　　 9月20日

自　平成24年
　　 3月21日
至　平成24年
　　 9月20日

自　平成23年
　　 3月21日
至　平成24年
　　 3月20日

売上高 (百万円) 48,495 47,779 97,226

経常利益 (百万円) 22 540 638

四半期純利益又は
四半期（当期）純損失（△）

(百万円) △937 430 △1,860

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) △714 353 △1,472

純資産額 (百万円) 13,684 13,159 12,806

総資産額 (百万円) 44,999 41,116 43,869

１株当たり四半期純利益又は
四半期（当期）純損失（△）

(円) △46.46 21.34 △92.16

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ─ ― ─

自己資本比率 (％) 30.4 32.0 29.2

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 662 344 1,326

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 101 35 31

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △1,753 △1,782 △2,531

現金及び現金同等物の
四半期末（期末）残高

(百万円) 5,168 3,581 4,983

  

回次
第55期

第２四半期
連結会計期間

第56期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年６月21日
至  平成23年９月20日

自  平成24年６月21日
至  平成24年９月20日

１株当たり四半期純利益
又は四半期純損失(△)

(円) △0.23 9.67

(注)　１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

　　しておりません。

    　２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、第55期及び第55期第２四半期連結累計期間は

１株当たり四半期（当期）純損失であり、また潜在株式が存在しないため、第56期第２四半期連結累計期間

は潜在株式が存在しないため記載しておりません。

４　第55期第２四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日）を適用し、遡及処理しております。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営んでいる事業

の内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、新たに生じた重要な事項はありません。また、前事業年度の有価証

券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結はありません。

　
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結

子会社）が判断したものであります。

(1) 業績の状況

当第2四半期連結累計期間におけるわが国経済は、震災復興需要に支えられ、一部に緩やかな景気回復

の兆しが見られたものの、世界景気の減速や円高の長期化などを背景に、先行き不透明な状況が続いてお

ります。

　小売業界におきましては、厳しい雇用・所得環境や将来の消費税増税に対する生活防衛意識の高まりに

より、お客様の低価格・節約志向が一層強まるとともに、当社グループの営業基盤である東海地区では、

競合他社からの出店攻勢や価格競争の激化など、販売競争が更に厳しさを増しております。

　こうしたなか当社グループは、『収益体質の強化』を基本方針に掲げ、経営刷新策に基づく経費構造改

革を着実に実行するとともに、営業面においては“『おいしさ』と『安さ』の磨き上げ”を営業方針と

して商品力・販売力の強化に取り組んでまいりました。

　このような結果、当第2四半期連結累計期間における営業収益は503億36百万円（前年同期比1.4％減）

となりました。利益面においては、希望退職者募集の実施やその他あらゆる経費の見直しなど、経費構造

改革の実施により、営業利益は3億82百万円（前年同期は1億65百万円の営業損失）、経常利益は5億40百

万円（前年同期比2290.5％増）、四半期純利益は4億30百万円（前年同期は9億37百万円の四半期純損

失）となり、前年同期に比べ大幅に利益が改善いたしました。
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なおセグメント別の状況は、以下のとおりであります。　

　

[小売事業及び小売周辺事業]

　スーパーマーケット事業を中核とする小売事業及び小売周辺事業では、生鮮を含めたＰＢ（プライベー

トブランド）商品の開発やＥＤＬＰ（エブリデー・ロー・プライス）商品の拡大など商品力を強化する

とともに、店舗では、作業編成表や適正発注システムを活用した店内作業の効率化を図るなど「営業力強

化のための基盤づくり」を重点テーマとして取り組んでまいりました。

　また、販売面においては、従来のチラシ主体の集客方法からポイントカード「グラッチェカード」を活

用した販売促進策への転換を図るとともに、日本最大のレシピ投稿・検索サイト「クックパッド」と連

携したレシピ提案など、メニュー提案型売場への新たな取組にも着手いたしました。

　店舗政策においては、平成24年5月に鳥居松店（愛知県春日井市）を新設するとともに、9月に小幡店

（名古屋市守山区）を閉店いたしました。

　以上の結果、小売事業及び小売周辺事業の営業収益は498億41百万円（前年同期比1.4％減）となりまし

た。

　
[スポーツクラブ事業]

　3店舗のスポーツクラブを運営するプレミアムサポート株式会社では、スイミングスクールやダンスス

クールなど子供向けプログラムの新設・拡大により、会員数の増加を図りました。

　その結果、スポーツクラブ事業の営業収益は3億97百万円（前年同期比3.6％増）となりました。

　
[不動産事業]

　店舗等の賃貸管理事業を行う不動産事業は、賃貸料収入の減少により、営業収益は1億38百万円（前年同

期比12.7％減）となりました。

　
(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ27億52百万円減少し、411億16百万円

となりました。これは主に有利子負債の返済により、現金及び預金が14億57百万円減少したことによるもの

です。

　負債は前連結会計年度末に比べ、31億6百万円減少し、279億57百万円となりました。これは主に有利子負債

が返済により16億83百万円減少したこと、および希望退職による退職金の支払等により未払金が8億29百万

円減少したことによるものです。

　純資産は前連結会計年度末に比べ3億53百万円増加し、131億59百万円となりました。これは主に、利益剰余

金が4億30百万円増加したことによるものです。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は前連結会計年度

末と比べ、14億２百万円減少し、35億81百万円となりました。

　当第２四半期連結累計期間末における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであり

ます。
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(営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果得られた資金は、３億44百万円（前年同期は、６億62百万円の収入）となりました。これ

は主に、減価償却費計上額５億92百万円及び四半期純利益の計上額５億22万円による収入があった一方、希

望退職に伴う特別加算金等の支払８億62百万円の支出があったことによるものです。

(投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果得られた資金は、35百万円（前年同期は、１億１百万円の収入）となりました。これは主

に、差入保証金の回収による収入が３億44百万円あった一方、有形固定資産の取得による支出が３億21百万

円あったことによるものです。

(財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果使用した資金は、17億82百万円（前年同期は、17億53百万円の支出）となりました。これ

は主に、社債の償還による支出が５億12百万円、短期借入金の返済による純減額が３億80百万円、長期借入

金の返済による純減額が７億91百万円あったことによるものです。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　

(5）研究開発活動

該当事項はありません。

　

(6）従業員数

①連結会社の状況

当第２四半期連結累計期間において、平成24年１月実施の希望退職者募集による退職に伴い、小売事業

及び小売周辺事業において162名減少しております。

　なお、従業員数は、当社グループから当社グループ外への出向者を除いております。

②提出会社の状況

当第２四半期累計期間において、平成24年１月実施の希望退職者募集による退職に伴い、小売事業及び

小売周辺事業において158名減少しております。

　なお、従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員数でありま

す。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 80,000,000

計 80,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年9月20日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年11月１日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 20,425,21820,425,218
名古屋証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は100株で
あります。

計 20,425,21820,425,218 ― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年６月21日～
平成24年９月20日

─ 20,425 ─ 4,220,618 ─ 5,766,230
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(6) 【大株主の状況】

　 　 平成24年９月20日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

ヤマナカ共栄会 愛知県名古屋市東区葵３－１５－３１ 1,667 8.16

サンデイリー株式会社 愛知県安城市宇頭茶屋町南裏８１－１ 1,152 5.64

株式会社三菱東京UFJ銀行 東京都千代田区丸の内２－７－１ 1,020 4.99

株式会社みずほ銀行 東京都千代田区内幸町１－１－５ 888 4.35

日本トラスティ・サービス信託
銀行株式会社（信託口4）

東京都中央区晴海１－８－１１ 815 3.99

株式会社ギバーウィンド 愛知県名古屋市天白区八幡山２０１－１ 763 3.73

第一生命保険株式会社 東京都千代田区有楽町１－３１－１ 691 3.38

セコム損害保険株式会社 東京都千代田区平河町２－６－２ 599 2.93

三井住友信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内１－４－１ 514 2.52

中野洋子 愛知県名古屋市天白区 512 2.51

計 ― 8,625 42.23

(注)  当第２四半期会計期間末現在における日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社及び三井住友信託銀行株式

会社の信託業務の株式数については、当社として把握することができないため、記載しておりません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成24年９月20日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ―

議決権制限株式(その他) ─ ─ ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式　9,300

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式
20,404,000

204,040 ―

単元未満株式 普通株式　11,918 ― ─

発行済株式総数 20,425,218― ―

総株主の議決権 ― 204,040 ―

(注)  「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式13株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成24年９月20日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社ヤマナカ

名古屋市東区
葵三丁目15番31号

9,300 ─ 9,300 0.04

計 ― 9,300 ─ 9,300 0.04

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は、次のとおりでありま

す。

　職務の異動

氏名 新職務 旧職務 異動年月日

小川　達也
取締役
総合企画部、財務部、総務部、
人事部、能力開発室、秘書室担当

取締役
財務部、開発部、総務部担当

平成24年６月21日

平山　逸美
取締役
開発部、情報システム部担当

取締役
総合企画部、人事部、能力開発室
情報システム部、秘書室担当

平成24年６月21日
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成24年６月21日

から平成24年９月20日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成24年３月21日から平成24年９月20日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年３月20日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月20日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 5,144,246 3,686,794

売掛金 886,497 829,325

商品及び製品 2,431,155 2,367,081

仕掛品 783 635

原材料及び貯蔵品 35,266 38,432

繰延税金資産 625,902 226,904

その他 2,090,465 1,874,033

貸倒引当金 △3,487 △2,771

流動資産合計 11,210,831 9,020,436

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 9,000,835 8,837,630

土地 9,907,857 9,907,857

その他（純額） 1,213,721 1,194,676

有形固定資産合計 20,122,415 19,940,164

無形固定資産

借地権 778,236 739,960

その他 37,192 36,678

無形固定資産合計 815,429 776,638

投資その他の資産

投資有価証券 2,693,794 2,623,907

差入保証金 7,897,570 7,605,581

繰延税金資産 74,527 132,411

その他 1,123,301 1,008,862

貸倒引当金 △113,246 △25,447

投資その他の資産合計 11,675,948 11,345,314

固定資産合計 32,613,794 32,062,117

繰延資産 44,441 34,295

資産合計 43,869,066 41,116,850
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年３月20日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月20日)

負債の部

流動負債

買掛金 5,875,921 5,784,082

短期借入金 2,495,000 2,115,000

1年内返済予定の長期借入金 ※２
 3,572,834

※２, ※３
 3,489,210

1年内償還予定の社債 525,000 625,000

未払金 1,734,984 905,826

未払費用 1,211,801 1,197,306

未払法人税等 155,250 96,034

賞与引当金 188,843 236,848

ポイント引当金 73,941 97,983

店舗等閉鎖損失引当金 129,461 －

資産除去債務 14,050 7,000

その他 673,556 639,713

流動負債合計 16,650,645 15,194,006

固定負債

社債 3,475,000 2,862,500

長期借入金 ※２
 6,527,246

※２, ※３
 5,819,453

リース債務 602,022 577,728

繰延税金負債 302,581 10,205

退職給付引当金 995,522 998,325

長期預り保証金 1,148,249 1,120,530

資産除去債務 1,199,984 1,217,944

その他 161,809 156,318

固定負債合計 14,412,415 12,763,004

負債合計 31,063,061 27,957,010

純資産の部

株主資本

資本金 4,220,618 4,220,618

資本剰余金 5,766,230 5,766,230

利益剰余金 3,051,672 3,482,439

自己株式 △897,597 △925,691

株主資本合計 12,140,923 12,543,596

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 665,081 616,242

その他の包括利益累計額合計 665,081 616,242

純資産合計 12,806,005 13,159,839

負債純資産合計 43,869,066 41,116,850
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年３月21日
　至 平成23年９月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年３月21日
　至 平成24年９月20日)

売上高 48,495,737 47,779,760

売上原価 36,158,548 35,871,409

売上総利益 12,337,188 11,908,351

営業収入 2,567,771 2,556,463

営業総利益 14,904,959 14,464,814

販売費及び一般管理費 ※
 15,070,155

※
 14,082,203

営業利益又は営業損失（△） △165,195 382,611

営業外収益

受取利息 15,195 13,847

受取配当金 22,137 24,600

持分法による投資利益 － 5,634

オンライン手数料 178,216 198,461

その他 135,636 70,129

営業外収益合計 351,187 312,673

営業外費用

支払利息 133,827 119,018

持分法による投資損失 1,013 －

その他 28,548 35,973

営業外費用合計 163,390 154,991

経常利益 22,601 540,293

特別利益

固定資産売却益 475 738

貸倒引当金戻入額 1,436 －

収用補償金 － 9,586

特別利益合計 1,912 10,325

特別損失

固定資産除却損 44,001 14,600

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 752,695 －

減損損失 － 13,064

その他 1,689 －

特別損失合計 798,386 27,665

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△773,872 522,953

法人税、住民税及び事業税 80,840 51,827

法人税等調整額 41,858 68,418

法人税等合計 122,699 120,245

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△896,571 402,707

少数株主利益又は少数株主損失（△） 41,398 △28,059

四半期純利益又は四半期純損失（△） △937,970 430,766
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年３月21日
　至 平成23年９月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年３月21日
　至 平成24年９月20日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△896,571 402,707

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 181,899 △48,838

その他の包括利益合計 181,899 △48,838

四半期包括利益 △714,672 353,868

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △756,071 381,927

少数株主に係る四半期包括利益 41,398 △28,059
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年３月21日
　至 平成23年９月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年３月21日
　至 平成24年９月20日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△773,872 522,953

減価償却費 597,086 592,362

減損損失 － 13,064

貸倒引当金の増減額（△は減少） △65 △88,514

賞与引当金の増減額（△は減少） 43,993 48,004

退職給付引当金の増減額（△は減少） 22,150 2,803

受取利息及び受取配当金 △37,333 △38,448

支払利息 133,827 119,018

持分法による投資損益（△は益） 1,013 △5,634

固定資産除却損 44,001 14,600

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 752,695 －

売上債権の増減額（△は増加） 27,892 57,172

たな卸資産の増減額（△は増加） 59,388 61,056

仕入債務の増減額（△は減少） 70,604 △91,838

未払金の増減額（△は減少） △44,632 △823,253

未払費用の増減額（△は減少） 66,147 1,136

その他 △48,552 171,821

小計 914,345 556,304

利息及び配当金の受取額 23,196 25,019

利息の支払額 △144,571 △132,690

法人税等の支払額 △130,304 △104,286

営業活動によるキャッシュ・フロー 662,664 344,346

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △55,500 △7,100

定期預金の払戻による収入 10,000 62,000

有形固定資産の取得による支出 △174,853 △321,404

有形固定資産の売却による収入 10,185 2,747

無形固定資産の取得による支出 △1,189 △1,078

差入保証金の差入による支出 △14,391 △15,353

差入保証金の回収による収入 356,412 344,915

預り保証金の受入による収入 555 2,537

預り保証金の返還による支出 △37,370 △25,788

その他 8,002 △6,088

投資活動によるキャッシュ・フロー 101,852 35,387
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(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年３月21日
　至 平成23年９月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年３月21日
　至 平成24年９月20日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,100,000 △380,000

長期借入れによる収入 1,000,000 1,700,000

長期借入金の返済による支出 △1,217,917 △2,491,417

社債の発行による収入 487,558 －

社債の償還による支出 △712,500 △512,500

リース債務の返済による支出 △90,848 △98,281

自己株式の取得による支出 △15 △34

配当金の支払額 △120,248 △53

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,753,971 △1,782,285

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △989,454 △1,402,552

現金及び現金同等物の期首残高 6,157,827 4,983,746

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 5,168,373

※
 3,581,194
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【追加情報】

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年３月21日  至  平成24年９月20日)

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤

謬の訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号  平成21年12月４日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関

する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第24号  平成21年12月４日)を適用しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

前連結会計年度
(平成24年３月20日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月20日)

　 １　偶発債務

連結会社以外の関連会社の金融機関からの借入に
対し債務保証を行っております。　

新安城商業開発㈱ 428,000千円

※ ２　財務制限条項

当社の借入金のうち、シンジケートローン契約（契
約日平成22年９月27日、借入金残高800,000千円）
には、財務制限条項がついており、下記の条項に抵
触した場合、契約上すべての債務について期限の利
益を喪失する可能性があります。
（1）各年度の決算期末における単体及び連結の貸借
対照表の純資産の部の金額を、直前の決算期また
は平成22年３月に終了した決算期の末日時点に
おける金額のいずれか大きい方の75％の金額以
上に維持すること。

（2）各年度の決算期にかかる単体及び連結の損益計
算書上の経常損益につきそれぞれ２期連続して
経常損失を計上しないこと。

　 １　偶発債務

連結会社以外の関連会社の金融機関からの借入に　
対し債務保証を行っております。

新安城商業開発㈱ 416,000千円

※ ２　財務制限条項

当社の借入金のうち、シンジケートローン契約（契
約日平成22年９月27日、借入金残高700,000千円）
には、財務制限条項がついており、下記の条項に抵
触した場合、契約上すべての債務について期限の利
益を喪失する可能性があります。
（1）各年度の決算期末における単体及び連結の貸借
対照表の純資産の部の金額を、直前の決算期また
は平成22年３月に終了した決算期の末日時点に
おける金額のいずれか大きい方の75％の金額以
上に維持すること。

（2）各年度の決算期にかかる単体及び連結の損益計
算書上の経常損益につきそれぞれ２期連続して
経常損失を計上しないこと。

　　　　　　　　　　―――――
 

 
 
 
 

※ ３　連結子会社における財務制限条項

連結子会社であるサンデイリー㈱は、金融機関から
の一部の借入金（契約日平成24年７月31日、借入金
残高642,000千円）については、財務制限条項がつ
いており、下記の条項に抵触した場合、契約上すべ
ての債務について期限の利益を喪失する可能性が
あります。
（1）各年度の決算期末における貸借対照表における
純資産の部の合計金額をマイナスとしないこと。

（2）各年度の決算期にかかる単体の損益計算書上の
営業損益に関して２期連続して営業損失を計上
しないこと。
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(四半期連結損益計算書関係)

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年３月21日 
  至　平成23年９月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年３月21日 
  至　平成24年９月20日)

※　販管費及び一般管理費の主なもの

広告宣伝費 773,374千円

配送費 1,490,814千円

給料・賞与 5,937,647千円

賞与引当金繰入額 369,918千円

福利厚生費 737,880千円

退職給付費用 203,617千円

水道光熱費 1,086,144千円

地代家賃 2,083,438千円

減価償却費 533,369千円

※　販管費及び一般管理費の主なもの

広告宣伝費 750,876千円

配送費 1,456,407千円

給料・賞与 5,392,616千円

賞与引当金繰入額 231,744千円

福利厚生費 640,074千円

退職給付費用 175,318千円

水道光熱費 1,129,440千円

地代家賃 2,068,673千円

減価償却費 563,433千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年３月21日 
  至　平成23年９月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年３月21日 
  至　平成24年９月20日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 5,321,873千円

預け入れる期間が３ヶ月を超える

定期預金
△153,500千円

現金及び現金同等物 5,168,373千円

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 3,686,794千円

預け入れる期間が３ヶ月を超える

定期預金
△105,600千円

現金及び現金同等物 3,581,194千円

　

(株主資本等関係)

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自　平成23年３月21日　至　平成23年９月20日)
　

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月15日
定時株主総会

普通株式 127,600 6.25平成23年３月20日 平成23年６月16日 利益剰余金

　

　(2) 基準日が当連結累計年度の開始の日から当第２四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当

の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日後となるもの

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年10月28日
取締役会

普通株式 127,600 6.25平成23年９月20日 平成23年12月２日 利益剰余金

　

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自　平成24年３月21日　至　平成24年９月20日)
　

　　配当金支払額

　　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成23年３月21日  至  平成23年９月20日)

　１ 報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

　（単位：千円）

　 報告セグメント
調整額
（注）1

四半期連結損益
計算書上額
（注）2　

小売事業
及び小売
周辺事業

スポーツ
クラブ事業

不動産事業 計

営業収益 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する営業収益

50,521,044383,799158,66451,063,508― 51,063,508

　(2) セグメント間の内部
　　　営業収益又は振替高

41,905 ─ ─ 41,905（41,905） ―

計 50,562,949383,799158,66451,105,414（41,905）51,063,508

セグメント利益又は損失
(△)

191,49013,936 23,485228,912（394,108）△165,195

(注) 1.セグメント利益又は損失の調整額は、報告セグメントに配分していない全社費用394,108千円であります。

     2.セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　
　２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自  平成24年３月21日  至  平成24年９月20日)

　１ 報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報

　（単位：千円）

　 報告セグメント
調整額
（注）1

四半期連結損益
計算書上額
（注）2　

小売事業
及び小売
周辺事業

スポーツ
クラブ事業

不動産事業 計

営業収益 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に
　　　対する営業収益

49,800,001397,706138,51750,336,224― 50,336,224

　(2) セグメント間の内部
　　　営業収益又は振替高

41,801 ─ ─ 41,801（41,801） ―

計 49,841,802397,706138,51750,378,025（41,801）50,336,224

セグメント利益 686,53328,342 11,775726,651（344,039）382,611

(注) 1.セグメント利益の調整額は、報告セグメントに配分していない全社費用344,039千円であります。

     2.セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

　２　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

重要な発生はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は１株当たり四半期純損失金額（△）及び算定上の基礎並びに潜在株

式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年３月21日
至  平成23年９月20日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年３月21日
至  平成24年９月20日)

　  １株当たり四半期純利益金額
　　又は１株当たり四半期純損失金額（△）

△46.46円 21.34円

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額
　　又は四半期純損失金額（△）（千円）

△937,970 430,766

    普通株主に帰属しない金額 ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額
　　又は四半期純損失金額（△）（千円）

△937,970 430,766

    普通株式の期中平均株式数(千株) 20,189 20,189

　(注)１　前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株

　　　　　当たり四半期純損失であり、また潜在株式が存在しないため記載しておりません。

      ２  当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、　　　　　

          潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年10月29日

株式会社ヤマナカ

　取締役会 御中

　

有限責任監査法人　ト ー マ ツ 　

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　服　部　則　夫　　　　　印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　河　嶋　聡　史　　　　　印

 　

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株
式会社ヤマナカの平成２４年３月２１日から平成２５年３月２０日までの連結会計年度の第２四半期連結会
計期間（平成２４年６月２１日から平成２４年９月２０日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成２４年
３月２１日から平成２４年９月２０日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、
四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について
四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ヤマナカ及び連結子会社の平成２４
年９月２０日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ
シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ
た。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以  上
 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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